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1. われわれの研究室で分離した Fisher ra t 線維芽細胞由来の温度依存性変異株B 812は，種々のレ




2. B 812細胞にK-ras 癌遺伝子をもっレトロウイルス， Kirstein 肉腫ウイノレスを感染させ形成した
フォーカスを分離・株化して，代表株 6 株につき性状解析を行ない，以下の結果を得た。
(1 )形態や軟寒天培地で、のコロニー形成能等の癌形質を調べたと乙ろ， 6 株とも3g oCでは正常形質を示
し， 35 0Cでは癌形質を示した。
(2) Northern Blot 法やWestern Blot 法を用いて， 6 株の細胞内で=のK-ras癌遺伝子の発現を
調べたところ， v-K-ras 転写産物量および、 p21 K-ras 蛋白量は，ともに温度非依存性であった。
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(3) 非許容温度で培養した 6 株の細胞から回収されるウイノレスの癌形質誘導能を調べたと乙ろ，野生型
ウイノレスの癌形質誘導能と差異の無い乙とがわかった。
3. 上記の細胞株Ir. ，他の癌遺伝子をウイルスの重感染や DNA トランスフェクション法で導入して， 39 






2. B 812細胞内でのK-ras癌遺伝子の発現や癌形質誘導能は，温度非依存性であった。従って， B812 
細胞のもつ温度依存性の癌形質発現は，癌遺伝子の癌形質発現過程に関与している細胞側因子の変異によ
るものである乙とを示唆している。






rma tion Ir.温度感受性を示すラット由来の変異細胞 (B 812) を用いて，同細胞の変異遺伝子機能につ
き，特に v-ras を中心に詳細な検討を行った。その結果， B 812遺伝子がv-ras をはじめ， v-mos , 
v-src , v-fos:など調べた全ての細胞由来の癌遺伝子による癌化に関与する遺伝子であること，また，
同遺伝子は DNA型腫蕩ウイルスの持つ癌遺伝子による癌化には無関係であることを明らかにした。本研
究は細胞由来の癌遺伝子と DNA型腫蕩ワイルスの持つ癌遺伝子とで，その癌イ機構iと差異があることを
明らかにしたものであり，高く評価される研究である。
-151 ー
